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■監修責任者
　熊谷則道
■編集責任者
　西江勇二
■企画・校閲
　柳川秀明，坂本義雄，豊岡友裕，佐藤和敏，
　遠藤三郎，早勢　剛，大江晋太郎，杉本一朗，
　重枝秀紀，吉田　眞，佐溝昌彦，福田光芳，
　野末道子，上原元樹，植木健司，福田　傑，
　藤浪浩平，高橋紀之，中山康二
■編集・出版
　財団法人 研友社

インターネットのホームページで，様々
な最先端の鉄道技術の紹介や関連する情
報を提供しています。
■鉄道総研アドレス
　http://www.rtri.or.jp/index_J.html
■研友社アドレス
　http://www.kenf.or.jp

次号■平成22年10月号■予告

■記事に関するお問い合わせ先
　総務部 広報　電話042-573-7219

特集：地震災害に備える

　今月号の特集は「自然災害に備える」です。これは9月1日が「防災の日」
であることに因んで企画したものです。もともとこの日は，関東大震災
の発生日であり，台風の襲来が心配される210日にあたる年が多いこと
などから，「災害への備えを怠らないように」と，1960年に制定されま
した。
　災害への教訓を示すものにことわざもあります。例えば，「地震，雷，
火事，大山風（おおやまじ）」とは昔から怖いものの例えとして挙げられ
ています。このうち最後の大山風は台風のことで，決して「親父」では
ないそうです。また，「天災は忘れた頃にやってくる」は，つい忘れて
しまう災いへの心構えに対する普遍的な戒めですね。
　近年，異常気象が叫ばれる中，鉄道もこれまで以上に厳しい自然環境
にさらされていき，想定したこともない未経験な事象に遭遇することも
懸念されます。心の準備を怠りなくしておくとともに，今回ご紹介したよ
うな防災技術の研究開発を進めていくことも必要だと思います。（M. S.）
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鉄道事業各社の業務運営に供する

月号主要目次9
特集：地域と連携した観光振興
～ご利用促進と地域の活性化に向けて～：JR旅客 6社 
●トップ・オピニオン
泉雅文 JR四国代表取締役社長
●エリア発 !! 鉄道利用の促進に向けて
第 5回：JR九州 鹿児島支社
●コメンタリー
「信号業務品質改善プロジェクト」の概要（JR東日本）
JR九州パトニ・システムズ㈱の設立による IT サービ
ス事業の推進（JR九州）

【特集：状態監視技術／集電装置】
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